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Summary  

White cloudiqg that occursin a can ofboiled bamboo sproutisthatof theliquorin the  

can and the contents suffer no chat］ge forit，thoughit may give alook that they are  

SpOiled．CaI】ned bamboosprout mentioned aboveisin perfectly good condition，Whileit  

CannOt keepits originalshape whenspoiled．Cloudingof弘quor或10uldbe sharPly distingul一  

感Iedfromthe spoilage．Inthe case ofhighlydeveLopeddouding，White gel－1ike substances  

are seencrowdingintheliquor．We couectedanddriedthese substances andanalyzedthem  

arldfoundthat driedmatters contained60％of tyrosininthem．Asfor the amount of nitr－  

Ogen，tOtalnitrogen was average2％ more than nitrogen of tyrosin．By means of paper  

ChrornatOgraPhy12 kinds of amino acid（aspartic acid，glutamic acid，glycin，aSparagin，  

threomin，alanin，tyrOSin，Valirl，phenylalamin，leucin，lysin，arginin）and 3 kinds of sugar  

（glucose，SuCrOSe andfruCtOSe）were detectedin the can辻quid．In thew昆tecloudymaterials  

Weredetected7kindsofaminoadd（glutamicacid，glycin，aSparagin，alanin，tyrOSin，phe－  

nylalaI血，1eucin）and3kinds ofsugar（glucose，SuCrO3e andfruCtOSe）．We hydrolyzedthem  

3％suiphuricacidandthen detected3kindsofsugar（glucose，arabinose and xylose）in  

the hydrolysatesby meansof paper chromatography．  

緒  論  

筍儒諸に於て一役に白濁といわれるものほ確語内の液汁が白く濁ってくるのであるが、風味等に  

は変化がなく、勿論街自体ほ正常な状態を保って居り変放とは関係がない。然し白濁故に外額悪  

く、叉腐敗と間違えられ易い。筍が幽かいによって正常な形態を保たない曜詰については福本、岸  

等①は酵素のreactivationによるものであろうとし、志賀、岡屋①は筍を崩かいする細菌を分離し  

たが、この様な篠詰と白濁漣詰とほ重く異なるものである。白濁の著しいものになると液汁中に豆  

腐の崩れた様なゲル状の白濁物が一面に生じてくる。これまでこの様な状態は単に筍中のチロシン  

が確詰液汁中に捧胡しそれが析出した為であるといわれてきたが、藤井⑨は白濁物ほチロシン以外  
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に有機無機物を含有し、それ等がコロイド状にある様に思われると報告した。   

我々も又白濁確詰を得ることができ、若干の研究を行ったのでその結果を報告する。  

実 験 の 部  

丁．白濁物質とチワシン   

白濁物質ほこれまで単にチワシンとのみいわれて来たが藤井㊤ほ白濁物質及び躍詰筍表面に附着  

せる粘質物にほ無水物中2－3％のチワシンを、瞳詰筍内部の白色物にほ90％のチワシンを認めたと  

報告している。当校においては毎年筍確詰を試作してい挙が白濁掟詰は一度も発生した事が無い○   

但し水晒操作をしていないのでその為か躍詰液汁は透明であるが筍の表面に一面にシモフリ状に  

白色物質が固着したものが生ずる事がある。この白色物中にほ表4の如く85－90％のチロシンがあ  

った。但しこの白色物ほ粘質物でほ無かった。   

白濁腰詰研究の為にNエ場とH工場がボイル時間と水晒時間を種々変えて試作した踵詰の中紅白  

滞の発生したものを得る事が拭来た。この中白濁の激しいものほ液汁全体が豆腐の崩れた様な状麒  

となっていたが、液汁濾液ほ淡黄色透明で何れもPH5．6附近を示し筍も良好な状態である。之等  

白濁権幕の液汁より白濁物質を濾糾し、良く吸引して50－600Cで乾燥、デシケークー中紅数日放  

置してから白濁乾燥物質として秤量Lた。結果ほ表lの如くである。試験膵詰ほ2号躍入である。  

Table T． Amount oiwhite cloudy materialin the）王quid of can of boiled bamboo  

SprOut paCkedin No．2can．（Japanesecan size：101．5mmx12ユmm．）  

B】a血g   Soaking 

11、 誉   ■   

・・肖三・■・ ・篭・■・  

1   80   6   0．35   

2   40   6   0．67   

3   40   12   0．15   

4   40   0   0．56  

40   0   0．61  

80   12   0．18   

71   60  15   0  

＊ No．l～3：N factory；No．4～7：H cannig factory  

上表に見られる如く最高0．67gの白濁物があったが、この様に多量なものほ少ない。白濁物の  

量ほ水煮時間よりもむしろ水田時間の長い軽少なくなって居り水晒15時間でほ白濁ほ零である。然  

し表Ⅰの様に24時間の水厨に於いても白濁のあるものもあり、叉実際に水防をしなくても白濁の  

しない場合もあるのであるから水晒の方放とか筍個々の相違によって白濁の発生する程度が異なる  
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ものと思われる。   

以上述べた様な方法に於いて集めた白濁物質に就いてチロシンと総窒素を測定したが表Ⅱの如  

くである。   

又標語液汁中のチロシン量についてほ表肛の如くである。  

Table甘・ AmountOfTyrosinandtotalNitrogeninthewhitecloudymaterial．  

Totaユ N  Tyrosin  TyrosinN  Diflerencebetween  
－Bl誠bing｛鮎aking よb滋短rco嘉  
＼  （％）   （％）   （％）  totalNandTyrosinN   

1 ilOO  O   6．75  54．80  4．24  2．51   

2   40  0  7．51  80．75  6．24  1．27   

3   40  6  5．85  48．00  3．71  2．14   

60．ニ独  4．66  2．14  

4 5   ；：‡ j：  乳14i 4・49  
2．26   

Tyrosin N was calculated as7．73％．  

Table恥AmountoiTyrosindissoIvedintheliquorofcanoil泊iledbamboosprout．  

， wもite   Tyrosin in 

＼ r 
Cloudy   100c．c．1iquor  

l苗r  materia）  （訂・）   

11   10   nOne   0．12   

2  40   0   alittle   0．08   

3  40   24   mucb   0．08   

TableⅣ． Amount of Tyrosinin the whitish mater王alfixed opthe  

Surface of boiled bamboo sprout packedin cm．  

Tyrosi【l％   、、、＼    ＼、－、▲、  No．＼、，、  
1   85   

2   90  

チヮシンの定量ほFo正n弧dMareⅢy⑤の方法匿よりミロン反応の赤色を光電比色計で此伍し  

た0除蛋白剤として憐タングステン酸、トリクロール酵撃等は此色に影響を与え、又実際に除去困  

難であったので、塩基性酪酸鉛を用い、鉛を硫酸或いほ硫酸ソーダーで除いて定量したが無処理の  

ものと比較して定量値ほ同一か、殆ど変化が無かった。  
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臨空素量ほケールグール法（セミミクロ）によったD   

白濁物質中のチロンンほ表1の如く平均60％であるが窒素量としてほチワシンの窒素量よりも  

級窒素の方が平均2％多い。従ってチロシン以外に種々の窒素化合物が白濁物質中に共存している  

と息はれる。水防時間と白濁物申のチロシン畳との関係についてほ試料No・2に於てチワシン量が  

目立って増加している以外にk何等一定の関係が見出されなかった。筍腰帯恢汁中に溶解せるチワ  

シンについては表皿の如く0．08－0．12％で白濁の多量のものも白濁せぬものも之以上の差は無い  

様である。   

この様に筍の鰭話液汁中に於いてはチロシンほ0．1％前後を飽和点とし、敬蘭、加熱等により之  

以上過剰匿酵解したチロシンが確詰の冷却されるに及んで徐々に析出しその際窒素化合物等を伴な  

って所謂白濁物質を生ずるものと息ほれる。  

甘 筍経詰液汁及び白濁物質中の遊離アミノ酸の検索   

筍陸詰恢汁及び白濁物質中の遊離アミノ酸をペーパークロマトグラフィーによって検索したD筍  

中の成分匿関してほ苫くから多くの研究がありアミノ願についてほ盲在⑥ほチロシン、アスパラギ  

ンを分離、田部⑦ほアスノモチギン酸を得たが費用再結中にアスパラギンがアスパラギン酸に変化し  

た為であろうとし、三宅、田所⑧ほチワシン、アスパラギンを分離、藤瀬⑨ほチワシンを分離しア  

ルギニンの存在を報告、商権、横山⑲ほチロンンを分離、藤井、浮田⑪、小清水、三井⑲、大西、  

石津⑩等はペーパークロマトブヲフィーによって多数のアミノ酸を検出した。  

（1）筍膝詰液汁については用いた結語は当校試製膵詰で水晒をせず液汁ほ透明であるが筍の表面   

に一面にシモフリ状の白色物が附著していたものである。この液汁濾液紅塩基性酪酸鉛を加えて  

沈澱を去り硫化水素で鉛を除き炭酸ガスで硫化水素を除き500C以下で析出物を除きつつ濃縮する。  

濃縮物にアルコールを加えて上清をとり、再び濃縮次いでNeuberg andKerb⑭の方漁により、  

アミノ酸を水琴塩として分離、硫化水素で水銀を除いてアミノ酸溶液を得た。之を濃縮して試料と 

した。   

展開剤は一次元ほ0．1％アムモニアの30％水沫加フェノール、 二次元はブタノール：酪酸：水  

（4：1：1）。フェノールは一級品を再潤し1780”1790C▲の溜分をとった。ブタノールほ酸及びアル  

カリで数回洗蔽して1160〝1170Cの溜分をとった。振絞は東洋No．開、＝次元ほ40×4dm、一次  

元は3×40mを用いた。展開ほ大体皇温にて行い、顎色ほ0．2％ニンヒドリンの水飽和ブタノール  

を用い、発色した各スポットを榛準アミノ酸の一次元、二次元展開のスポットと相対的位置を比較  

して12種のアミノ酸に相当するスポ？トを検拭し得た。Fig・Ⅰの如くである。スポットNo・8は不明  

であり、叉プロリンについてほ酪酸水銀処理前の濃縮物の時ほ黄色のスポットを認め、叉相対的位  

置の比較粧於、いてもブロリンと恩われたが、酪酸水銀処理後に敬いてほ認め得なかった。かくて  

1）アスパラギン酸、2）グルタミン酸、3）グリシン、4）アスパラギン、5）スレオニン6）アラニ  

ン、7）チロンン、8）未知、9）バリン、10）フエニーノワァラニン、11）ロイシンヽ12）リジンヽ  

13）アルギニンを倹明した。  
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Fig．1  

Chromatogramof壬reeamizlOaCidi皿theliquidofcar”fbo王Idbamboosprout．  

1stdirection O．1％NH8pheJlOladded30％water．  

2nddirectionButanol：aCetic acid：Water（4：1：1）．  

d
O
…
ぢ
巴
竃
p
q
N
 
 

1st directわn  ←  

1．aspartic acid，2．glutamic acid，3．g】ych，4．asparagin，5．threon‡n．  

6．aIanin，7．tyrosin，8．unknown，9．vaZin，1O．phenylalanin，11．leuc王n．  

12．Iysれ13こarg氾1n   

（2）白濁物質について性分離乾燥せる白濁物0・5gを一度濫漢に溶解し低温で析出物を除きつつ  

濃縮、アルコールを加えて30C前後に置き遠沈して上清をとり、渡縮し試料とした。一次元、二次  

元展開によりFig・2の如く、2）グルタミン酸、3）グリシン、4）アスパラギン、6）アラニン、7）  

チウシン、8）未知、9）バリン、11）ロイシンに相当するスポッ†を検出し得た。  

l筍確詰液汁及び白濁物質中の糖の検索   

ペーパークロマトグラフィーによって糖類を検索した。   

筍中の炭水化物についてほ多くの研究があり、三宅、田所⑧ほ北海道、東北地方のねまがり竹の  

筍について主要炭水化物ペントザンはキシランとアラバンで特に前者多く、糖分はグルコーズ、プ  

ラクトーズ、シュークローズと報告。小橡、笹岡⑮ほ真竹筍より遊離ベントーズを単髄、叉田中⑯  

ほ筍は－】殴に若き部分に多量の可静性糖を含み、セルローズ、ベントザンは老いたる部分に多い。  

神谷⑯ほ筍中の仝還元糖は平均12．6％、セルローズ、ベントザンの如き多糖顆ほ上部より下部紅多  

い。西岡⑲ほ真竹筍について筍上部にはmono－、叉ほpOlysaccharideの含量最小と報告。馬場、  

大久保⑯ほ澱粉について筍よりamylose結晶及びamylopectinの劃蕎、を分別して、その存在を証  

明、叉白濁液汁濫amyb㌍を作用させた後に於いても瀾濁ほ消えないから澱粉は白濁に大きな影  
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椚g．I   

Chromatogram of Eree amino acidin thewh王te cloudy materialdepositedin  

theliquor of can of boiled bamboo sprout．  

⊂⊃ノ‘  

Gァ  
く 

7  

0占  

2．glutamic acid，3．glycit），4．asparagtn，6．alanin．7．tyro9in，8．unknown，  

9．phenyla】anin，11．Ieucin．   

響を与えるとほ考えられないと述べ窄。藤井、浮田⑯は筍中の遊離糖類としてグルコーズ、フラク  

トーズ、シュクローズ、ヰシローズ、ラムノーズを、大西、石津⑲・は碓詰筍液汁を透析して得た乳  

濁状粘質物を加水分解しキシローズ、アラピノーズを各々ペーパークロマトグラフィにより検出し  

た。   

1）我々は筍確詰液汁を中性贈酸鉛で処理500C以下で濃縮後アルコールを加え上清をとり、再  

び濃縮之を二度くり返し試料とした。  

展開剤ほ一次元ほ測％水添加フェノール、二次元ほブタノール、酪酸、水（4：1：1）、東洋濾紙No．50、  

一次元ほ30×40cm、二次元ほ40×40cmを用いた。発色剤ほPartridge⑳のami1iphydrogen pht－  

halateの外に平瀬．荒木等㊧により捷築された0・aminophenol発色剤（0．aminophenolO．15g，  

e弘ano120c・Cり50％（W／W）pho草PhoricacidlOc・C・）を用いた。0．aminophenol発色剤ほシュク  

ローズを黄色にケトへキソーズをレモン黄色に顎色鋭敏である。何れも樟準の糖との相対的位置及  

び発色詞を比較してシュークローズ、グルコーズ、フラクトーズに相当する3偶のスポットを検出  

した。Fig．3の如くである。   

2）白濁物質についてほ、1）白濁物を多量の水に加熱しつつ溶解した液ほわずかに白く濁って  

いるが、沃度沃度加里溶液を加えると青色を基する。2）このわずかに濁った溶液を5％硫酸酸性  
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Fig．∬   

Chromatogram of free sugarin theliquid of can of boi王ed bamboo sprout．  

d
O
…
ぢ
巴
苛
P
d
N
 
 

1st directioEl  ←  

1stdirection phenoladded30％water．  

2nd direction butanol，aCeticacid，Water（4：1：1）．  

S sucrose，G gluco9e，F frtlCtOSe   

とし燐タングステン酸を加えると沈澱を生じ透明な液となるが沃慶沃慶加重を加えるとやはり青色  

を呈する。3）白濁物質を溶解した液ほ、フエーリング溶液と加熱しても韮酸化銅の沈澱が認めち  

れなかったが白濁物を3％硫酸で分解したものについては赤色亜酸化銅の沈澱を生じた。   

これ等の事から白濁物中にほ非還元糖、澱粉、其他の多糖類等の存在が予想されたのでペーパー  

クワマトブラフイ一によ？て糖類の検索を試みた。   

白濁物0．短を一度温湯に酵解、溶液を5『C以下で析出物を去りつつ浪縮、10倍量のアルコー  

ルを加えて30C前後に置き、研掛物を遠沈して上清を再び狙OC以下で濃縮、辞料とした。展開  

溶剤、発色剤等は前と同一、濾紙は寓渾No．弧一次元3×40cm、二次元20×20cmを用いた。   

かくてシュークローズ、グルコーズ、フラクトーズを検出した。Fig．4の如くである。前にフェ  

ーリング溶液との反応濫於いてほ、赤色の沈澱が認め得なかったが、還元糖の緻畳の為に嶺察し得  

なかったのでほないだろうか。   

3）叉白濁物0．5gを3％硫酸で加水分解し、バリクで中和1析出物を去りアルコールを加え沈  

澱を去り、上帯を濃縮して試料とし、キシローズ、アラピノーズ、グルコーズを検出した。Fig．5   

の如くである。  
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Fig．Ⅳ   

ChromatogramOffree6ugarin the white cloudy materia）．  

0戸 
0¢  

○ぶ  

S曾uCrOSe．G glucose，F fructo㌍  

Fig．V   

Chromatogram of sugarobtained董rom hydroly9ate Of wbite cloudy material．  

G glucose，ⅩⅩylose，A arabinose  
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加水分解物としてアラピノーズ、キシローズ、グルコーズ、を検出し得て之等の糖類を構成分と  

する炭水化物が白濁物質中に存在するものと思われる。この様な炭水化物も筍液汁中に検出された  

遊離アミ′酸や遊離魔頚と同じ様に筒より溶出され之等がチワシンの析出に伴われて、白濁物質を  

棒成すると考える。  

要  約   

1．白濁感諾（2号曜）中の白濁物質の量ほ0．16〝0．67gもあった。  

2・白濁せぬ結語の筍の表面にしもふり状に固着した白色物質中には乾物中85～90％のテロシンが   

在っ．た。叉筍確詰液汁中に溶解せるチロンンほ白濁橋詰においでも白濁せぬ確詰においても0．08   

～0．12％であった。  

3・白濁物質中にほ平均60ヲ≦のチロシンが在るが窒素量紅於いてほチロシンの費素量より総窒素の   

方が平均2％多い。  

4・ペーパークロマトグラフィーにより筍標語液汁及び白濁物質中の遊離アミノ酸と糖類を検索し   

た。   

A） 標語液汁中  

遊離アミノ酸として、アスパラギン酸、グルタミン酸、グリシン、セリン、アスパラギン、スレ   

オニンヽ 7－ヲニン、チワシンヽ バリン、フェニールアラニン、ロイシン、アルギニン、 リヂンを   

検出した。   

遊離糖類として薦糖、グルコーズ、フラクトーズを検出した。   

B）白濁物質中   

遊離アミノ酸としてグルタミン酸、グリシン、アスパラギン、アラニン、チワシン、バリン、ロ   

イシンを検出。   

遊離糖類として 燕糖、グルコーズ、プラクトーズを検出。  

白濁物質を3％硫酸で加水分解して、グルコーズ、アラピノーズ、キシローズを検出した。  

本研究に当り実験材料として踵詰等は当所沢山氏より提供された。ここに深く謝意を表する次第で  
ある。  
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